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Agenda

1. FHIRとは
2. FHIR対応アプリケーションとは
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FHIR とは？

世界中で注目を集めている、新しい医療情報交換
標準規格である、FHIRについて概要を説明します。
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HL7 FHIRとは?

Web通信の一般的技術であるRESTを使用して、

可読性が高く取り扱いがし易いJSON/XML形式の

データの集合(＝リソース)をやり取りする

短期間で実装可能な医療情報交換標準規格

⇒現在の情報通信環境(モバイル・Web・クラウド…etc)に対応

Fast Healthcare Interoperability

Resources
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HL7 FHIRとは (もう少し簡単に…)

1. テクノロジを決めている
1. 通信は(主に)RESTを使う(SNS等にも使われているWebの通信技術)

2. データの表現はJSONかXMLを使う

2. データの中身・内容・意味・仕様を決めている
1. データを交換したり、集めた後に正しく利用できるように

＝相互運用性(Interoperability)
この項目にはこういうデータをいれてください、という決まりを決める。
1. familyには漢字の姓をいれてください。

2. genderには male/female/other/unknownいずれかをいれてください。

3. 病名コードにはMEDISの病名マスタコードもいれてください。

JSON→ "family": “Smith" XML→ <family>Smith</family> 
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FHIRの利点
1.HL7 version2 やCDAの正式な後継

2.複数のパラダイムをサポート
• 様々な使用方法を想定して実装が進められている

3.IT業界標準（REST/JSON/XML/OAuth2）の技術を採用しており短期間で
実装可能
• “医療IT業界標準”ではなく、一般の“IT業界標準”技術
• Webで検索したらすぐにサンプルや問題の解決策が入手できる！

4.80%ルール＋拡張性の担保
• FHIRはシステムで使用されている80％の要素を定義している
• FHIRは80％のシステムで実際に使われている要素を定義している

• 足りないことがわかっているから利用しやすい拡張の仕方を考慮してある

http://www.healthintersections.com.au/?p=1924

http://www.healthintersections.com.au/?p=1924
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FHIRの相互運用性：４つのパラダイム

①REST: Representational State Transfer
• REST:HTTPの技術を最大限活用する、シンプルな設計方法
• 各Resource単位でのRESTfulアクセス
• 「何のリソースを」「どのように」操作するかをURIやHTTPメ

ソッドで操作(CRUD)し、JSON(やXML)の形式で結果を返す
②Messaging
• (複数の)システムで必要な(複数の)情報/リソースを交換する
• 電子カルテ⇔部門システム
③Documents
• 特定の医療情報のまとまりを定義する
• 退院サマリ/電子処方箋
④Services
• SOA(サービス指向アーキテクチャ)のIFとして、FHIRを利用
• 臨床意思決定支援システム(CDSS)の標準アクセスインター

フェースを定義する
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FHIR Resources
FHIR Release 4 のResource一覧 (https://www.hl7.org/fhir/resourcelist.html)

N=Normative (十分に成熟)

以降のForward compatibility（前方互換
性）を保障

Maturity level : 成熟度

(値が大きいほど成熟度が高い)

Resource : Patient

Metadata : versionId : 12

Narrative :
山田さんの患者情報です

Extension :
url :http://kanaName
valueString:”ヤマダ”

Elements :
name : 山田

birthdate : “1932-09-24”

様々な医療情報を「Resource」で表現

https://www.hl7.org/fhir/resourcelist.html
http://kananame/
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MedicationRequest
:encounter (Encounter)

:subject (Patient)
:recorder (Practitioner)

:medicationReferece (Medication)

FHIRでは他のResourceを参照して
関連を表現する

処方オーダ
Encounter

:subject (Patient)
:participant (Practitioner)

Patient

Medication

PractitionerPractitioner

来院情報

医療従事者

患者情報

薬剤情報

ある患者さんが来院して、担当医が
お薬の処方を出した

JSON上での参照の表現
"subject":{

"reference":"Patient/32"
}

Medication
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Resource = ブロックのようなもの

Resourceを組み合わせて様々な医療情報を表現する。

シンプルなもの
(Resource単体
/Messaging)から

超複雑なもの
(Documents)まで
表現可能！
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FHIR Messaging Resource : Bundle
type : message

Resource : MessageHeader
id : “778…”

event : PatientLink

Resource : Patient
id : 12345

name : 山田

Resource : Patient
id : 67890

name : 山田

Resource

の集合

それぞれが
Resource

Bundle Resourceを使用する
• Bundle : リソース集合のコンテナ役となるResource
• Messaging以外でもResourceの集合を表現するため

に、幅広く使われる

FHIR Messagingでは必ずMessageHeader
Resourceをもつ

今まではHL7v2でカバーされてきた領域
• 日本においてはベンダ独自仕様の通信が多い



FHIR Messaging の具体的なイメージ
• 日本においては、電子カルテと部門シス

テムの連携は垂直統合＆独自プロトコル
形式がメイン

• 部門のリプレイス時には？

• 電子カルテのリプレイス時には？

FHIR
Messaging
Hub

• FHIR Messagingに対応したMessaging
Hubを導入してデータ連携機能を強化する

• 接続コストを抑える

• メッセージを可視化する

• FHIRリポジトリを構築する

• HL7v2、独自プロトコルと併用する
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FHIR Documents Resource : Bundle
type : document

entry : composition/987

Resource : Composition
title : “Discharge Summary”

id : 987
date : 2013-01-12

subject : Patient/12345
encounter : Encounter/67890

Resource : Patient
id : 12345

name : 山田

Resource : Encounter
id : 67890

period :  1/10~2/21

Resource

の集合

R
e
fe

re
n
ce

それぞれが
Resource

Composition Resourceを使用する
• Composition : FHIR Documentsを作成する
ための基本構造で、特定の文書を表現するた
めの一連の医療関連情報(Resource)のセッ
トを定義する。

他リソースへの参照が必要なケースが多いため、
Bundle内に含める形で利用する

日本国内においてもFHIRを使用した処方箋
データ/健康診断結果報告書/退院時サマリ/診
療情報提供書 の仕様書案が公開中（後述）



15

日本におけるFHIR Documents標準仕様策定
https://std.jpfhir.jp/
「R2厚生科研研究班、R3検診・栄養情報厚生科研研究班のページ」

https://jpfhir.jp/fhir/ePrescriptionData/igv1/
より引用

https://std.jpfhir.jp/
https://jpfhir.jp/fhir/ePrescriptionData/igv1/
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FHIR対応アプリケーション
とは

医療アプリケーションを「FHIR対応にする」と
いうのは、具体的にどのようなことなのでしょう
か？
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2022/1/26 中央社会保険医療協議会 総会（第513回）資料
R4年度 診療報酬改定

• 個別改定項目（その１）について

• https://www.mhlw.go.jp/content
/12404000/000887197.pdf

第２ 具体的な内容 診療録管理体制加算に係る定例
報告において、電子カルテの導入状況 及び HL7 
International によって作成された医療情報交換の
次世代標準 フレームワークである HL7 FHIR(Fast 
Healthcare Interoperability Resources)の導入状
況について報告を求めることとする。

P243

https://www.mhlw.go.jp/content/12404000/000887197.pdf
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FHIR対応例：既存の医療データをFHIR形式
で出力できるようにする

データベース
(RDB等)C/S or Web

医療アプリ

SQLを使用してデータ
を画面に表示 or 登録

パターン１
リポジトリモデル

リポジトリモデルでは
事前にFHIR変換した
データを蓄積しておく

①

②

ファサードモデルでは
リクエスト毎に既存
データを変換してFHIR
データを作る

パターン２
ファサードモデル

Webビューワ/
モバイルアプリケーション

①

②
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リポジトリ vs ファサード
利点 欠点

リポジトリ • 事前に変換されているので、パフォー
マンスが良い

• リポジトリ製品を使う場合は、更新
(Create/Update/Delete)も同一環境
内でカバーできる（ただし、データベー
スへの更新が必要か考量する必要がある)

• 様々なデータソースが存在する場合は、
データの集約も兼ねられる

• 既存のデータベースに加えて、新たに
FHIR変換したデータを蓄積する必要が
あるので、データ容量が増加する

ファサード • 事前変換が必要ないので、頻繁に更新
されるようなデータソースの場合は都
合が良い

• 追加のデータ容量はあまり必要ない。

• 都度変換するので、取得するデータが
多い場合、パフォーマンスに課題が出
る可能性がある
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FHIRデータソース(リポジトリ/ファサード)
はどんな検索ができる？

• RDB（リレーショナルデータベース）は、全ての項目（フィールド）で検索できる

• FHIRデータソース（リポジトリ/ファサード）は、SearchParameterに指定された項目
で検索できる必要がある。

• HL7 FHIRの各リソースページの下部にSearch Parametersの項目がある。
• https://myfhirserver/r4/Patient?address-city=東京
• リポジトリ機能対応製品の場合は、標準のSearch Parameterに対応されている
• ファサード機能を実装した場合は、その検索がデータソースではどのような検索(SQL)にな

るか変換が必要
• どのようなREST要求に対応しているかCapability Statementに記載する

http://hl7.org/fhir/patient.html#search

https://myfhirserver/r4/Patient?address-city=
http://hl7.org/fhir/patient.html#search


FHIRのメリット：非FHIRの独自形式データ＋ビューワ
の場合・・・ A社のデータソース

(RDB/SS-MIX2など)

A社規格の通信

B社の
スマートフォン
アプリケーション

A社の
Webビューワ

B社規格の通信

B社のデータソース
(RDB/SS-MIX2など)

超えられない壁

＝異なるデータ構造、
異なる通信規格が原因



FHIRのメリット：相互利用できる可能性/使いやすいビュー
ワを選択/構築したアプリケーションの移植性を高める

FHIR Repository 
(FHIRをそのまま保存)

既存の通信FHIR

FHIR

新しい
スマートフォン
アプリケーション

新しい
Webビューワ

サーバやDBは不要で
FHIR対応アプリだけを

導入して活用すること
も可能
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SMART on FHIRとは?

Substitutable Medical Application and Reusable 
Technology (SMART)
代替可能な医療アプリケーションと再利用可能なテクノロジー

アプリケーションと医療ITシステムを統合するためのオープンな仕様のセット

• FHIR仕様

• OpenID Connectを使用した認証の仕様

• OAuth2 を使用した認可の仕様

• HTML5をベースにしたUI 統合の仕様
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SMART on FHIRのコンセプト
医療アプリケーション/医療ITシステムのエコシステムを構築する。

優れた医療アプリケーションをSMART on FHIRの仕様に準拠して開発し、そのア
プリケーションを公開・共有して他に医療ITシステム上でも動かせるようにする。

作って公開し 他のアプリに組み込む
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SMART App Gallery
https://apps.smarthealthit.org/

2022/3/18時点で

99のアプリが公開

• 有償/無償(6割)

• DSTU1~R4

• EPIC/Cerner/AllScripts

https://apps.smarthealthit.org/


26

2022/1/7 第3回健康・医療・介護情報利活用検討会 医療情
報ネットワークの基盤に関するワーキンググループ資料

• 資料１ 標準規格準拠の電子カルテ導入の推進策

• https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_23165.html

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_23165.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_23165.html
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データベース
(RDB等)C/S or Web

医療アプリ

SQLを使用してデータ
を画面に表示 or 登録

電子カルテ

患者：○○〇さん
紹介先：△△病院

診療情報提供書を
送信しますか？

①必要な診療情報データ
を取得し、FHIR変換し
てBundleとしてまとめる

②作成した診療情報提供書仕
様に準拠したFHIR Bundle
データを紹介先病院システム
(あるいは地域連携システム)
にRESTで送信
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データベース
(RDB等)

電子カルテ

患者：○○〇さん
紹介先：△△病院

診療情報提供書を
送信しますか？

①必要な診療情報データ
を取得し、FHIR変換し
てBundleとしてまとめる

②作成した診療情報提供書仕
様に準拠したFHIR Bundle
データを紹介先病院システム
(あるいは地域連携システム)
にRESTで送信

リポジトリ/ファサード、どちらでも良
いので、FHIRデータソースがあれば、
構築のハードルが下がる＋汎用性も高い

C/S or Web
医療アプリ
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②作成した診療情報提供書仕
様に準拠したFHIR Bundle
データを紹介先病院システム
(あるいは地域連携システム)
にRESTで送信

こちらのシステムはどんな機能が必要？？
→いろいろなパターンが存在すると思われます。

①紹介先の病院システム等の場合で、データを取り込む必
要がなければ、FHIR Bundleのまま蓄積しておいて、その
情報が参照できるビューワ機能があれば十分なのでは。

②地域医療連携システム等の場合で、取得した情報を他の
医療機関のデータと合わせて一覧表示したりする必要があ
るのであれば、FHIR Bundleを分割してリソース単位で保
存し、他の施設から取得された情報と合わせて一覧として
表示する、など。

データ入力に該当する部分
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院内の全システムの
コードの付けなおしな
んて絶対無理・・

院内のすべてのコードを付
けなおす必要はありません。
FHIRデータに付与されて

いればOKです。

＊結局マッピングは必要になりますが・・
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FHIR の CodeableConcept
コード表現の
3段活用

CodeableConceptを使うと複数のコード情報をFHIR
データに格納できます。

code = “3C020000002327101” // コード=ただの文字列

Coding =
{

“code”: “3C020000002327101”,        //コード
“system”: http://jpfhir.jp/Common/ValueSet/labResult-code, 

//そのコードがどのコード体系のものか？
“display”: “尿酸(UA)“ //そのコードの表示名

}

Code → Coding → CodeableConcept

http://jpfhir.jp/Common/ValueSet/labResult-code


32

FHIR の CodeableConcept
CodeableConcept =
{

"coding": [
{
"code": "05104",
"system": "http://abc-hospital.local/fhir/Observation/localcode",
"display": "尿酸"

},
{
"code": "3C020000002327101",
"system": "http://jpfhir.jp/Common/ValueSet/labResult-code",
"display": "尿酸(UA)"

}
],
“text”: “尿酸"

}

病院独自のローカル
コード

JLAC10対応
コード

１つのCodeableConcept内に、同じ意味をもつ
異なるコード体系のコード情報を収容可能
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FHIR対応例：既存の医療データに標準コー
ドを追加してFHIR化する

データベース
(RDB等)クラサバ

医療アプリ

SQLを使用してデータ
を画面に表示 or 登録

パターン１
リポジトリモデル

FHIRリポジトリ

FHIR変換するときに、独自
コード→標準コードのマッ
ピング情報を元に標準コー
ドを追加する。
（ファサードでも同様）

標準コードを付与
院内で開発した独自FHIRアプリ
は独自コードで検索・表示する

DLして入手したスマホアプリ
は標準コードを使用する
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FHIR対応”製品”のすすめ

FHIR対応を進める際には、FHIRに対応した製品を検討、導入されること
をお勧めします。

FHIRはREST＋JSON＋OAuth2と標準的な技術を使用していますが、
FHIRサーバサイド機能の実装は様々なFHIR仕様の実装(データの妥当性
検証やSearch Parametersへの対応など)が必要になります。

医療IT市場にはいくつかのFHIR対応製品がリリースされており、無償/有
償、オンプレミス/クラウド、など様々な環境に合わせて製品を選択する
ことができます。

将来的なFHIR自身のバージョンアップや新機能/新仕様追加に備え、リポ
ジトリ/ファサードいずれの場合であってもサーバ機能構築時は製品の検
討をお勧めします。
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ご清聴ありがとうございました。


	第80回HL7セミナー「初心者向けFHIR入門」��初心者向けFHIR入門 Part2
	スライド番号 2
	Agenda
	スライド番号 4
	HL7 FHIRとは?
	HL7 FHIRとは (もう少し簡単に…)
	FHIRの利点
	FHIRの相互運用性：４つのパラダイム
	FHIR Resources
	FHIRでは他のResourceを参照して関連を表現する
	Resource = ブロックのようなもの
	FHIR Messaging
	FHIR Messaging の具体的なイメージ
	FHIR Documents
	日本におけるFHIR Documents標準仕様策定
	スライド番号 16
	2022/1/26　中央社会保険医療協議会 総会（第513回）資料�R4年度 診療報酬改定
	FHIR対応例：既存の医療データをFHIR形式で出力できるようにする
	リポジトリ vs ファサード
	FHIRデータソース(リポジトリ/ファサード)はどんな検索ができる？
	FHIRのメリット：非FHIRの独自形式データ＋ビューワの場合・・・
	FHIRのメリット：相互利用できる可能性/使いやすいビューワを選択/構築したアプリケーションの移植性を高める
	SMART on FHIRとは?
	SMART on FHIRのコンセプト
	SMART App Gallery
	2022/1/7 第3回健康・医療・介護情報利活用検討会 医療情報ネットワークの基盤に関するワーキンググループ資料
	スライド番号 27
	スライド番号 28
	スライド番号 29
	スライド番号 30
	FHIR の CodeableConcept
	FHIR の CodeableConcept
	FHIR対応例：既存の医療データに標準コードを追加してFHIR化する
	FHIR対応”製品”のすすめ
	ご清聴ありがとうございました。

